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けてトライを決めてほしい」である．また，ねが
いの具体化によって，支援の手立ての具体性と実
効性が問われる．ここで考案された支援の手立て
を，筆者らを含むスタッフ集団が共有，蓄積，研
磨していくことが実務上必要となる．
　そこで，筆者らは，スタッフによる支援の内容
や方法について，実践によって得られた知見を整
理することを試みはじめた．ここで筆者らスタッ
フは，ねがいを実現すべく，参加児一人一人に対
する個別化・具体化された支援方法を講じたが，
その支援方法は，活動内容としてのタグラグビー
の一般的な戦略の検討に包括されるものであっ
た．すなわち，タグラグビーに熱中すること自体
を活動の目的として位置づけたときに，その支援
内容及び方法は，あくまでもタグラグビーとして
の自然さと必然さを伴う「ナチュラルサポート」
であった（佐々木，伊藤，名古屋 ,2012 ２）; 佐々木，
今野，名古屋 ,2013 ３））．
　また，この研究テーマの追及過程において筆者
らは，派生的に以下の３つのテーマを得た（佐々
木，名古屋 ,2015 ４））．すなわち，①スタッフ間で
伝達，共有可能な情報として活用しやすい表現形

Ⅰ　問題と目的

　筆者らは高機能広汎性発達障害等注）のある
小学生を対象としたエブリ教室を開催している
（佐々木，加藤，2011 １））．その目的は参加児に
とっての休日生活の充実である．
　エブリ教室では，その活動内容としてタグラグ
ビーを設定した．このような活動内容の設定によ
って，エブリ教室のねがいとして掲げた「休日生
活の充実」がタグラグビーにおいて具体的なねが
いとなる．すなわち，「休日生活の充実」は「タ
グラグビーに熱中して取組んでほしい」と具体的
になり，①攻守それぞれのプレーにおいて目的的
にプレーすること，②その過程では自分の力を存
分に発揮して首尾よく，そしてチームとしての連
携よくプレーすること，③プレーの成功と失敗に
伴う葛藤をも含め，プレーの成果をチームメイト
と共に分かち合うことをねがう．
　さらに，活動内容をタグラグビーにおけるプレ
ーとして特定することで，一人一人の参加児のね
がいはより具体的になる．例えば「攻撃プレーで
は，パスを受けてすぐにサイドライン際を駆け抜
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式の検討，②局面的な戦略を有効化するための支
援（ゲームプラン）の明確化，③チーム経営の方
法の明確化である．
　①については，試合局面において適用する戦略
として蓄積された支援方法をスタッフ間で共有す
べく，伝達共有可能な表現形式として「マンガ形
式」を開発し，それに対照した心的過程と支援方
法との関連を示した概念図「トータルな因果モデ
ル」の併用を提起した（佐々木，伊藤，名古屋，
2012 ５）; 佐々木，今野，名古屋 ,2013 ６）; 佐々木，
名古屋 ,2015 ７））. また，「マンガ形式」の内容に
ついては，筆者らは，その有効性について，スタ
ッフによる話し合いの逐語録を主たる資料として
検討を行い，「マンガ形式」が，口頭説明や実技
演習と有機的・相補的関連させながら運用するこ
とを重視した（佐々木，名古屋，2015 ８））．
　②については，局面的な戦略を実施可能にする
ための前提条件としての予備的かつ有機的な展開
戦略を「ゲームプラン」と称して想定した．つま
り，蓄積された支援方法は，「試合の局面におい
て適用できる戦略」ではあったが，局面の総和で
タグラグビーのゲームを構成し展開するわけでは
なく，スタッフが「試合の局面において適用でき
る戦略」を適切に構成し展開する大局眼を発揮す
る必要がある．これは，現時点で，スタッフ個々
の経験知に委ねられており，現時点で暗黙のもの
であるが，これを明確化することでよりよい支援
に資するだろう．
　③について，「ゲームプラン」には，チームの
構成員の特徴やプレーの志向性等に応じた役割分
担，その遂行における個別的支援などの要素を含
む．このことは，「チーム経営」ともいえ，ゲー
ム展開を円滑に行うことと，チーム内でのコミュ
ニケーションの成立などの要素も，実践上重要か
つ必要である．これらは，現時点で，スタッフ個々
の経験知に委ねられており，現時点で暗黙のもの
であるが，これを明確化することでよりよい支援
に資するだろう．
　そこで，本稿では，②と③に着眼し，「ゲーム
プラン」と「チーム経営」の方法について，その

具体的な内容と効果を明らかにすることを目的と
する．

Ⅱ　方法

　
　研究の方法は，エブリ教室における実践とそれ
に基づく考察である．以下の手順で「ゲームプラ
ン」と「チーム経営」の内容を分析し，その効果
を明らかにする．

①　エブリ教室において，オーソドックスな「ゲ
ームプラン」と「チーム経営」の事例（Ａ
チーム）を挙げる．

②　Ａチームの「ゲームプラン」について，そ
の展開に資するスタッフの認知，行動内容
について分析し明らかにする．

③　Ａチームの「チーム経営」について，チー
ムの構成員の役割分担の内容やその根拠に
ついて分析し明らかにする．

④　上記で得られた知見を援用した事例（Ｂチ
ーム）を挙げ，②と③における分析内容の
検証を試みる．

　ここで用いる資料は，2007～2014年度のタグラ
グビーの実践記録である．これには，活動の計画
及び実践に関する構想，スタッフの事前事後ミー
ティングの記録を記した第一筆者の実践記録ノー
トや「エブリ通信」と称して活動実施後に発行し
ている保護者宛の報告文書，記録写真をも含んだ． 

　なお，エブリ教室におけるタグラグビーの概要
（2013年度の活動にて例示）を以下に記した． 

　参加児は盛岡市内およびその近隣地域在住であ
り , 高機能広汎性発達障害等の診断があるか , そ
の疑いがあるとされる . また , 相談支援機関や親
の会等関連団体からの紹介である．2013年度現
在，15名の参加登録があった．この内訳は９人の
対象児（男女比＝７：２）とそのきょうだい（高
機能広汎性発達障害ではない小学生を含む）が６
名（男女比＝４：２）であった．
　活動では，４チームを編成し，それぞれ赤，黄，
青，緑をシンボルカラーとした．また，各チーム
３名の参加児と２名のスタッフでの構成を原則と
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した．スタッフは，筆者を含めた現職教員有志，
大学院生や大学生有志，計９名であった．ただし，
年間の活動を通じてはスタッフの参加には流動的
な面があり，各活動回４～８名程度での活動とな
った．児童の参加も同様に流動的なことがあり，
チーム編成や試合の実施形態を柔軟に企画し再編
成した．
　活動は月一回第３土曜日午前または午後２時間
程度を原則とし，盛岡市近隣の体育館を借用して
開催した．2013年度は８回実施した．ウォーミン
グアップの後，チーム練習を経てゲームを行う． 

　なお，タグラグビーの実施においては先行研究
等を参考にした（鈴木，2009 ９）永友洋司，勝田隆，
200910）；木内誠，201211）；杉田，201012））．概略は
次の通りである．一部，エブリ教室独自のルール
を用いている．

①　１チームを５名で編成する .プレーヤーは，
タグを腰の両側につける．

②　攻撃では , ボールを持ってゴールラインを
踏み越える「トライ」と称するプレーで得
点となる .

③　パスは，横または後ろにいる味方に行う . 

前にパスを出すと「スローフォワード」と
いう反則になる．

④　守備では , ボールを持っている相手のタグ
を獲る「タグ」と称するプレーで相手の進
行を止める . タグを獲られたプレーヤーは ,

その位置から味方にパスを出してプレーを
再開する . 

⑤　得点した場合やタグを５回連続で獲られた
場合，ルーズボールを獲られた場合などに
は攻守交代する .

⑥　その他，ゲームの細部においては，会場の
物理的な制限や，参加児の様子に合わせて
タグラグビーの競技としての独自性を損な
わない程度にルールの変更やアレンジを施
した．参加児の様子に合わせたルールの変
更には，不慣れさに応じた軽減的で配慮的
な変更もあれば，プレーの成熟に応じた発
展的な変更も含んだ．例えば，配慮的なル

ールとして「タッチラインを踏み越えた場
合，その位置からのパスを持って攻撃プレ
ーを再開する．ただし「タグ」１回とみな
す」，発展的なルールとして「タグやトラ
イの直後のゲームの再開は , 攻撃側のプレ
ーヤーの判断で即座に（プレーを中断せず
に）実施してよい」などがある．

⑦　会場は，体育館のバスケットボールコート
を使用する．サイズは借用する会場によっ
て異なるが，縦30メートル程度，横20メー
トル程度である．コート両側長辺がタッチ
ライン，短辺がゴールライン，中央をハー
フウェイラインと称する．また，自チーム
が守るべきゴールラインからハーフライン
までのエリアを自陣，ハーフラインから自
チームが目指すべきゴールラインまでのエ
リアを敵陣と称する．これらは正式な競技
とは異なる独自のものである．

Ⅲ　結果

１　Ａチームにおける活動事例
　Ａチームは，児童３名，スタッフ２名（Ｓ１，
Ｓ２）で編成した．児童は，久志君（仮名，５年生），
佳月さん（仮名，５年生），広海君（仮名，４年生）
である．
　本稿では，攻撃場面に注目し記述する．攻撃場
面は二つの局面に分類できた．すなわち，ボール
を自陣から敵陣に運ぶまでの「第一局面」，敵陣
内から得点を狙う「第二局面」である．Ａチーム
における攻撃の一連を図１に，各局面の概要を図
２～図５に示した．これらによると，「第一局面」
では，自陣からの攻撃開始場面において，Ｓ１が
自陣からボールキャリアを務める広海君にパスを
出しプレーが開始される．その後，広海君がコー
ト３分の２ほど進んだところ，コートの左よりで
広海君がタグを獲られる．この時点で，相手守備
陣形は広海君への対応のためにコート左に寄って
いる（図２参照）．
　「第二局面」は，広海君からのリスタートのパ
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図１　Ａチームにおけるプレーの進行図



265

スを，駆け寄ったＳ１が受けることから始まる．
Ｓ１は，左サイドの佳月さんに素早くパスを出す．
佳月さんはすぐに守備が手薄なタッチライン間際
を駆けあがる．しかし，ゴールエリア手前２メー
トル付近でタグを獲られる．この時点で，相手守
備陣形はコート左に一層寄っている（図３参照）．
　追走していたＳ１がすぐに香月さんからのリス
タートパスを受け取り，右サイドにロングパスを
出す．予め左サイドライン際にポジションを取っ
ていたＳ２が受け取り，そのキャッチングと一連
の動作で左タッチライン際にいる久志君に手渡し
のごとき至近距離パスを出す．久志君は５メート
ルばかりの距離を一気に駆け抜けトライを目指
す．しかし，ゴールエリア目前でタグを獲られる．
このとき，相手守備陣形は一部がコート右に寄っ
ている（図４参照）．
　間髪入れずに，Ｓ２が久志君からのリスタート
パスを受け取り，コート中央の広海君にパスをす
る．広海君は，中央の守備の乱れを突いてトライ
を決めた（図５参照）．トライの直後には，Ｓ１
の呼びかけで，Ａチームのメンバーは自陣に駆け

戻り守備陣形を整える．
　このように，いくつかの局面的な戦略を組み合
わせ，アレンジをしながら，タグを５回獲られる
かトライを決めるまでの攻撃「第二局面」が繰り
返されることになる． 

２　「ゲームプラン」の展開に資するスタッフの
プレー内容
　上記したＡチームのプレーの様子に基づいて，
局面的な戦略を実施可能にするための前提条件と
しての予備的かつ有機的な展開戦略，すなわち，
「ゲームプラン」としての，スタッフのプレー内
容を抽出する．
（１）Ｓ１のプレー内容
　Ｓ１のプレー内容として次の７点があった．す
なわち，①自陣からボールキャリアを務める広海
君にパスを出すこと，②タグを獲られた広海君か
らのパスを受けること．③左サイドの佳月さんに
パスを出す，④タグを獲られた香月さんからパス
を受けること，⑤右サイドの久志君にロングパス
を出すこと，⑥タグを獲られた久志君から，Ｓ２
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図２　第一局面（自陣からの攻め上がり） 図３　第二局面①（左サイド攻撃）
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を経由してパスを受けること．⑦中央の広海君へ
のパスを出すこと，⑧攻撃の終了時に守備のスタ
ートを促すこと，である．
　①は攻撃の開始，②と④と⑥は攻撃の再開（リ
スタート）である．また，③と⑦は攻撃プレーの
展開であり，ゲームメイクである．また，⑧は攻
守の切り替えである．すなわち，Ｓ１は攻撃プレ
ーに関する一連の進行を担当し，ゲームプランの
遂行を実質的に担っている．
　ここでは，チームの児童がいかに自分の役割を
スムーズに遂行できるかを認知する必要がある．
例えば，児童からのリスタートパスは，戦略上素
早く正確に実行されることが望ましい．そのため
にＳ１は，タグを獲られた児童が，直後にパスを
出しやすいように，かつ，パスを受けた直後に，
次なる攻撃をスムーズに展開できる位置でパスを
受ける必要がある．
（２）Ｓ２のプレー内容
　Ｓ２のプレー内容として次の３点があった．①
久志君とペアで動き，第二局面での攻撃に備えた
位置取りをすること，②左サイドＳ１から久志君

へのロングパスを中継すること，③タグを獲られ
た久志君からパスを受けること，④中央のＳ１に
パスを出すこと，である．
　①は，ボールを持たない状態での予備的なプレ
ーであるが，このようなプレーはタグラグビーの
みならず，あらゆる球技において重要なポイント
になることは言うまでもない．この時，単に久志
君の位置を決めるのではなく，Ｓ２自身がパスの
中継をしやすい位置を特定することも必要であ
る．②は，久志君の捕球技術をカバーするための
プレーであり，戦略上素早く正確に実行されるこ
とが望ましい．久志君とのコミュニケーションが
重要である．また，③，④は攻撃プレーの展開で
あり，ゲームメイクである．
　Ｓ１との役割の違いは，Ｓ２が久志君とのコン
ビプレーに重点を置いている点である．

３　「チーム経営」の実務に資するスタッフや児
童の役割分担の内容
　上記したＡチームのプレーの様子に基づいて，
「チーム経営」の一端である児童の役割分担の内

図４　第二局面②（サイドチェンジによる右サイド攻撃） 図５　第二局面③（中央突破）
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容を抽出し，その分担の根拠及び役割遂行に資す
る支援の内容を記す．
　なお，役割分担は，チームのメンバー一人一人
の適性や，エピソードを根拠としたが，この判断
は，筆者らの経験則であり，経年的な取り組みの
中で徐々に生成されたものだった．
（１）広海君の役割分担の根拠と，支援方法
　広海君は，意欲的であり，走力もあった．負け
ず嫌いでトライを阻まれたときには，プレーを中
断するほどに強く悔しがった．チームの戦略の理
解については部分的，断片的であり，技術的には，
ゲーム展開中の流れの中でパスを捕球することが
苦手な様子があった．
　そこで，持ち前の戦略の走力を活かし，思い切
りよく，目的的にプレーをする姿をねがった．役
割分担は，ボールキャリアとして敵陣深くを目指
してボールを運ぶことにした．このプレーでは，
捕球技能が問われない．また，トライを狙いその
失敗によって過度に悔しがるというリスクを遠ざ
ける意図もあった．タグをとられた後には，Ｓ１
が迅速にパスを要求し展開することをし，タグを
獲られたということを悔やむことよりも，プレー
の次なる展開に注意を向けやすいようにした．
　なお，これらの取り組みが定着するにつれて，
広海君が直接トライを狙うプレーも試みた．具体
的には「第二局面」でボールが広海君の手元に回
るような戦略をレパートリーとして追加した．こ
れは物理的にゴール間近であり，成功率が高いプ
レーだった．パスも短い距離で広海君の正面に届
くような方向付けがなされやすく，捕球しやすか
った．何よりトライへの意欲が喚起され，思い切
りよく取り組み成功率が高まった．
（２）佳月さんと久志君の役割分担の根拠と，支
援方法
　佳月さんと久志君は，共に意欲的であり，ルー
ルやチームの戦略の理解はスムーズだった．タグ
ラグビーの経験年数の違いから，幾分佳月さんに
は心理的な余裕があったものの，二人には共通点
が多かった．パスに対する捕球動作に不安を抱い
ており，また，パスを受けた後のプレーでは，相

手守備に詰め寄られることを予想し切迫感を抱く
ようで，動きだしを躊躇したり，急いてボールを
取りこぼしたりすることがあった．このようなプ
レーの失敗を気に病み落ち込んだり不安感を強め
たりすることがあった．
　そこで，持ち前の戦略の理解力を活かし，思い
切りよく，目的的にプレーをする姿をねがった．
また，ボールを持ってからのプレーにおける切迫
感が少なくてすむように，捕球してからゴールま
で短距離を走るプレーを計画した．なお，そのよ
うな局面において，トライの成功率を高めるため
には，逆サイドからのロングパスによる展開が望
ましいこともあった．その局面においては，スタ
ッフが，ボールキャリアの進む速度に合わせて，
適切な位置を守る位置を示したり，ロングパスを
中継し，それぞれの捕球技術でキャッチしやすい
短いパスを行ったりすることにした．
　二人とも，自分のプレーがトライにつながった
り，トライできずとも次なる展開の布石としての
効果があったりすることを経験する中で，トライ
への意欲が一層喚起された．

４　Ｂチームにおける活動事例
（１） チーム編成と，攻撃プレーの概要
　Ａチームでは，三人の参加児のプレーを二人の
スタッフがつなぎ合わせることで，チーム経営が
なされた．ここで得られた方法論的な知見をもと
に，Ｂチームを参加児童のみで編成し，ゲームプ
ランを構想，チーム経営を実施した．
　また，Ｂチームの編成上の留意点として，スタ
ッフに代わりリーダーシップを発揮できる高学年
のメンバーを中心とし，スタッフによる心理的，
技術的なサポートをそれほど要さず，積極果敢な
プレースタイルで走力があり，かつ，互いに気兼
ねなくプレーできそうな顔ぶれを選抜した．
　具体的には，一輝君（仮名，６年生），雅史君（仮
名，６年生），隼人君（仮名，５年生），沙希さん
（仮名，３年生），響汰君（仮名，１年生）である．
　ただし，監督役のスタッフがプレーの前後及び
要所で助言や励ましの声をかけることにした．
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図６　Ｂチームにおけるプレーの進行図
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と慌てて左サイドに密集したとき，隼人君から右
サイドのゴール前に向けて山なりのパスが出され
た．雅史君はそれに併せて駆け込み，トライを決
めた（図１０参照）．
　トライの直後には，一輝君の呼びかけで，Ｂチ
ームのメンバーは自陣に駆け戻り守備陣形を整え
る．

（２）「ゲームプラン」の展開に資する児童のプ
レー内容
　Ｂチームでは，「ゲームプラン」の展開に資す
るプレー内容を，三人の児童で分担した．以下で
は，そのプレー内容と役割分担の根拠を記す．
　○雅史君
　雅史君は，自陣からボールキャリアを務める沙
希さんにパスを出すことを担当した．これは，攻
撃を開始する役割である．実際は，沙希さん，一
輝君，響汰君の三人のいずれかを選びパスをする
ことにしていた．
　雅史君は，積極果敢なプレースタイルであり，
走力や捕球動作に優れ，得点力もあるが，ボール

　Ｂチームの攻撃の一連を図６に，各局面の概要
を図７～図１０に示した．これらによると，「第
一局面」では，自陣からの攻撃開始場面において，
雅史君が自陣からボールキャリアを務める沙希さ
んにパスを出しプレーが開始される．その後，沙
希さんがコート３分の２ほど進んだところ，コー
トの左よりでタグを獲られる．この時点で，相手
守備陣形は沙希さんへの対応のためにコート左に
寄っている（図７参照）．
　「第二局面」は，沙希さんからのリスタートの
パスを，駆け寄った隼人君が受けることから始ま
る．隼人君は，中央の一輝君に素早くパスを出す．
一輝君はすぐに守備が手薄な中央に攻め入る．し
かし，ゴールエリア手前２メートル付近でタグを
獲られる（図８参照）．しかし，すぐに，響汰君
を手招きする．響汰君は一輝君の脇を駆け抜ける
際に手渡しでパスを受け，勢いそのままにトライ
を狙う（図９参照）．響汰君は，ゴール直前にタ
グを獲られるとすぐに，振り返り，隼人君にリス
タートパスを出した．隼人君は，中央から左サイ
ドに向けて駆け出す．守備陣がそれに対応しよう
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図７　第一局面（自陣からの攻め上がり） 図８　第二局面①（中央への攻撃）
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を長く持ちたがる傾向があった．Ｂチームとして，
できるだけ多くのメンバーがボールに触れるよう
に，メンバー一人一人がプレーに参加している実
感を持てるようにしたいというスタッフのねがい
があった．また，スタッフが一緒にプレーしてい
れば，プレーの参加率が低くなってしまった児童
への対応が可能だが，児童のみのチームでは，そ
れがしにくいため，始めからそうならないような
手だてが必要だと考えた．
　そこで，攻撃の開始時に雅史君がボールに触れ
ることは，ボールに触れたいという彼自身の欲求
を一時的にでも満たすことだった．また，パスの
相手は，沙希さん，一輝君，響汰君の三人のいず
れかを選ぶことにしていた．このことで，自分が
ゲームの進行について大きな影響を与えていると
いう実感をもち，士気を高めた．それは，次の局
面でいかにしてパスを受けるかということ，すな
わち，ボールを持っていない時のプレーの工夫，
意欲へとつながった．
　○一輝君
　一輝君は，第一の役割として，敵陣に切り込み，

タグを獲られた後にリスタートのパスを出すこと
を担当した．
　一輝君はタグを獲られると過度に悔しがり，プ
レーを中断してしまいがちだった．そこで，タグ
を獲られたことを悔やむよりも，その次の展開に
注意を向け，前向きに取り組めるようにと考え，
「敵陣に持ち込みゲームメイクをしてほしい」と
スタッフから伝えた．もともと，一輝君は，リー
ダーシップがあり，自分の力を発揮することに意
欲的であった．チームの攻撃の中心的な役割を担
えることが一輝君の喜びにもなり，タグを獲られ
た後にパスを出すというプレーを前向きに取り組
むようになった．その中で，仲間を呼び寄せてパ
スをするという，リスタートのプレーが考案され
使われるようになった．
　一輝君の第二の役割として，攻撃の終了時に守
備のスタートを促すことがあった．これによって，
一輝君自身がゲームの展開を注視し，リーダーシ
ップを発揮する機会となった．
　○隼人君
　隼人君は，タグを獲られた沙希さんと響汰君か

図９　第二局面②（中央への反復攻撃） 図10　第二局面③（サイドチェンジ、右サイド突破）
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らのリスタートパスを受けること，そこから攻撃
を展開することを担当した．すなわち，隼人君は
攻撃プレーに関する多くの進行を担当し，ゲーム
プランの大部分の遂行を担っている．
　そもそも隼人君は，プレーの理解や技術におい
て秀でていた．特にも，的確な状況判断によって
トライに結びつくような位置に走り込み，パスを
受けたり，自らボールを持って切れ込んだりして
活躍していた．監督役のスタッフは，隼人君に対
して，児童のみのチームでゲームメイクするよう
なプレーをしてほしい旨を伝えた．自分のプレー
を我慢し，仲間にパスをするのでは，フラストレ
ーションも生じるし，本来の隼人君のプレーが生
かされないと考え，隼人君には，「自分で得点を
狙うからこそ，相手守備が自分に集中し，仲間に
良いパスも出せる」と伝え，そのプレースタイル
を変えるのではなく，プレーのレパートリーを広
げるという発想を勧めた．従順な人柄であること
もあり，隼人君はこれを受け入れた．
　プレーの実際では，隼人君がリスタートパスを
受けやすい位置を確認し，ボールキャリアを追走
するように促した．また，沙希さん，響汰君は，
隼人君への信頼もあり，リスタートのパスを隼人
君に向けて出すことがすぐに定着した．隼人君は，
攻撃プレー中に必ずボールを持ち，ゲームメイク
をし，時に自ら得点を挙げた．

（３）　「チーム経営」の実務に資する児童の役割
分担の内容
　上記したＢチームのプレーの様子に基づいて，
「チーム経営」の一端である児童の役割分担の内
容を抽出し，その分担の根拠及び役割遂行に資す
る支援の内容を記す．
　○沙希さんの役割分担の根拠と，支援方法
　沙希さんは，意欲的であり，走力もあった．チ
ームの戦略の理解については部分的，断片的であ
り，技術的には，ゲーム展開中の流れの中でパス
を捕球することが苦手な様子があった．そこで，
持ち前の戦略の走力を活かし，思い切りよく，目
的的にプレーをする姿をねがった．

　そこで，役割分担をボールキャリアとして敵陣
深くを目指してボールを運ぶことにした．このプ
レーでは，捕球技能が問われない．また，タグを
とられた後には，隼人君が迅速にパスを要求し展
開することをし，それに応じてパスを出すことで，
自分が攻撃の展開の起点となっているということ
の理解を促した．
　沙希さんは，積極的に敵陣に切り込み，タグを
獲られると間髪いれぬ素早さで隼人君へのパスを
実行し，チームの連続攻撃に寄与した．
　なお，ゲームの展開によっては，第二局面にお
いて，右サイドに位置取りパスを受けてトライを
決めるなどのプレーも実行した．
　○響汰君の役割分担の根拠と，支援方法
　響汰君は，意欲的であり，走力や捕球動作に優
れ，小柄な体で相手守備を小気味よくかわしてト
ライを決める突破力を持っていた．一方で，年齢
的に，チームとしての戦略の理解は断片的だった．
そこで，持ち前の走力や捕球の正確さを活かし，
思い切りよく，目的的にプレーをする姿をねがっ
た．そこで，第二局面では，自由な判断でパスを
受け，トライをねらうことにした．また，タグを
とられた後には，隼人君が迅速にパスを要求し展
開することをし，それに応じてパスを出すことで，
自分が攻撃の展開の起点となっているということ
の理解を促した．
　響汰君は，積極的に敵陣に切り込み得点を挙げ
たり，タグを獲られた直後には，素早く隼人君の
姿を捜しパスを実行し，チームの連続攻撃に寄与
した．
　なお，ゲームの展開によっては，第一局面にお
いて，敵陣にボールを運ぶ役割も担い，走力を存
分に発揮し，相手守備が陣形を整える前に攻め入
るという効果的なプレーを見せた．

Ⅳ　考察

１　「ゲームプラン」に関する検討
　筆者らは，局面的な戦略を実施可能にするため
の前提条件としての予備的かつ有機的な展開戦略
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を「ゲームプラン」と称して想定した．ここでは，
攻撃プレーの開始，再開，展開，攻守の切り替え
の４つの局面をいかにして連続的に展開するかと
いうことが重要であった．
　そこで，「ゲームプラン」が必要だった．例えば，
スタッフがパスをするという直接的なプレー，捕
球が苦手な児童のためにパスを中継するというよ
うな代替プレーがあった．さらに，パスの受け手
となるスタッフ自身が，児童のパスを受けやすい
ように，換言すれば，児童にとってパスを出しや
すいように位置どったり，パスの受け手となる児
童がパスを受けやすいように，そのための最適な
位置どりやタイミングを促したりした．また，こ
こでは，スタッフのゲーム全体の流れを構想した
り見通したりする戦略眼とチームメイトの児童と
の意思疎通が欠かせない． 

２　「チーム経営」に関する検討
　エブリ教室には，多様な適性，志向を有する児
童が参加している．役割分担がない状況では，児
童もスタッフも，即興的で見通しのもてない攻撃
展開になり，児童のプレー，参加状況は受身的だ
った．
　そこで筆者らは，児童がそれぞれに自分の持て
る力を発揮すること，それがチームとして有機的
に機能しあい，互いがチームに貢献する存在とし
てプレーができればよいと考えるようになった．
児童の多様な適性と志向がどのようなプレーに向
いているのか，それがプレーにおける役割分担と
して試行錯誤によって開発され現在の役割分担に
至った．「チーム経営」はこの役割分担の最適化
を追求する営みでもある．

３　Ｂチームの実践的価値
　Ｂチームは，児童だけで編成した「独立チーム」
であった．そこでは，「ゲームプラン」の遂行を
リーダー児童がその役割として実行することにし
た．また，「チーム経営」では，Ａチームと同様，
各児童に漏れなく役割分担がなされた．これによ
ってＢチームは，安定的なプレーをし，快進撃を

見せた．これは，Ａチームで用いられた「ゲーム
プラン」と「チーム経営」の内容を転用したもの
であり，その妥当性を裏付けるものといえるだろ
う．

４　今後の課題
　今後の課題として，次の３点を挙げる．
　①「ゲームプラン」と「チーム経営」の内容に
ついてのレパートリーの開発，習得，蓄積である．
これは，スタッフが体験的・実践的に学びとり理
論化したい内容である．
　②児童とスタッフ間のコミュニケーションであ
る．ゲームプランにおける，スタッフと児童のコ
ミュニケーションの内容や方法について本稿では
触れていない．ここには，戦略を共通理解するた
めのコミュニケーションや，プレーに対するモチ
ベーションや，興味関心を発揮するための情緒的
サポートとしてのコミュニケーションがあると思
われる．これらが，どのような形態，内容でなさ
れ，どのような成果と結びついているのかを明ら
かにしたい．
　③Ｂチームの成果と意義である．Ｂチームの実
践的価値は多様にして重要である．具体的な成果
として，児童間でのコミュニケーションが深化し
たり，リーダーシップが発揮されたり，新しい戦
略が開発されたりするなどがあった．

注釈

　注）高機能広汎性発達障害とは，「知的障害を
伴わない広汎性発達障害」という意味である．す
なわち，「自閉症スペクトラム障害」以前の用語で，
知的障害を伴わない自閉症（いわゆる高機能自閉
症），アスペルガー障害，特定不能の広汎性発達
障害包括する概念である．
　なお，エブリの会では，参加児の障害名，診断
名の有無や内容よりも支援のニーズを重視してい
る．そのため，「高機能広汎性発達障害等」とし
て「等」を付した表記をしている．
　なお、筆者らの一連の研究における診断名（障
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害名）の表記については，近年の趨勢をふまえて
適語を使用すべく，その内容と使用開始のタイミ
ングを目下検討中である．
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